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2.4 環境の状態についての実感（満足度） 

(1) 身近な生活環境について 
身近な生活環境として、大気の状態、水の状態、土壌の状態、騒音・振動の状態、ごみの状態、

天候の状態、についての実感（満足度）を聞いたところ、「水の状態」が最も高く、「（まぁ）満足し

ている」（「よい状態だと思う」及び「まぁよい状態だと思う」の合計）が約 25％となった。 
「（少し）不満である」（「あまりよくないと思う」及び「悪い状態だと思う」の合計）は「天候の

状態」で最も高く約 50％、次いで「大気の状態」で約 45％であった。 
全ての項目で「（まぁ）満足している」も「（少し）不満である」が高くなった。 
昨年度から今年度の時系列については、全国レベルでは大きな変動はない。地域別で見ると、「（ま

ぁ）満足している」の割合が、中部地方ではすべての項目において上がっているが、中国・四国地

方ではすべての項目において下がっている。同時に中部地方では「（少し）不満である」の割合がす

べての項目において下がっているが、中国・四国地方では上がっている項目と下がっている項目の

両方がある。 
満足度では項目により地域差がみられるが、特に大気の状態については、九州・沖縄で「（少し）

不満である」が 50％を超えた高い割合となった。またいずれの項目でも関東は「（まぁ）満足して

いる」の割合が最も低くなった。 
 

 
図 20 身近な生活環境の実感（満足度） 
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大気の状態 水の状態 

  

土壌の状態 騒音・振動の状態 

  

ごみの状態 天候の状態 

  

図 21 項目別の満足度（時系列、地域別） 
※「よい状態（満足している）」＋「まぁよい状態（まぁ満足している）」の割合 
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大気の状態 水の状態 

  

土壌の状態 騒音・振動の状態 

  

ごみの状態 天候の状態 

  

図 22 項目別の不満足度（地域別） 
※「悪い状態（不満である）」＋「あまりよくない（少し不満）」の割合 
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身近な生活環境として、大気の状態、水の状態、土壌の状態、騒音・振動の状態、ごみの状態、

天候の状態、についての実感（満足度）を回答した際に、「そう思ったきっかけ」（判断要素）を聞

いたところ、「情報ではなく実感」がいずれの項目でも多くなり、5 割を超えていた。また、いずれ

の項目でも「情報ではなく実感」に次いで「ニュース・新聞など、マスメディアの情報から」が多

くなった。 
「ごみの状態」については、「行政機関の情報から」と回答した人が 12.5％と他項目と比べて高く

なった。 
時系列で見た場合、昨年度から今年度にかけて、すべての「そう思ったきっかけ」（判断要素）に

ついて、「情報ではなく実感」は上がり、「ニュース・新聞など、マスメディアの情報から」は下が

っている。 
また、実感（満足度）を「そう思ったきっかけ」（判断要素）別に集計すると、母数が違うため単

純な比較は留意が必要であるが、総じて「情報ではなく実感」あるいは「行政機関の情報」をきっ

かけにしている人は「（まぁ）満足している」という割合が高く、「ニュース・新聞など、マスメデ

ィアの情報」をきっかけにしている人は「（少し）不満である」という割合が高くなった。 
 

 
図 23 身近な生活環境の実感のきっかけ 

※前問で「考えたことがない」と回答した人を除くため、n が項目により異なる 
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大気の状態 水の状態 

  
土壌の状態 騒音・振動の状態 

  
ごみの状態 天候の状態 

  
図 24 身近な生活環境の実感のきっかけ（項目別、時系列） 

※前問で「考えたことがない」と回答した人を除くため、n が項目により異なる 

 
  

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 

情報ではなく実感

行政機関の情報から

ニュース・新聞など、マス

メディアの情報から

家族・友人・知人などから

聞いた話から

その他

％

平成26年度(n=2553)
平成25年度(n=2567)

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 

情報ではなく実感

行政機関の情報から

ニュース・新聞など、マス

メディアの情報から

家族・友人・知人などから

聞いた話から

その他

％

平成26年度(n=2555)
平成25年度(n=2546)

0.0 20.0 40.0 60.0 

情報ではなく実感

行政機関の情報から

ニュース・新聞など、マス

メディアの情報から

家族・友人・知人などから

聞いた話から

その他

％

平成26年度(n=2506)
平成25年度(n=2504)

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 

情報ではなく実感

行政機関の情報から

ニュース・新聞など、マス

メディアの情報から

家族・友人・知人などから

聞いた話から

その他

％

平成26年度(n=2536)
平成25年度(n=2528)

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 

情報ではなく実感

行政機関の情報から

ニュース・新聞など、マス

メディアの情報から

家族・友人・知人などから

聞いた話から

その他

％

平成26年度(n=2557)
平成25年度(n=2563)

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 

情報ではなく実感

行政機関の情報から

ニュース・新聞など、マス

メディアの情報から

家族・友人・知人などから

聞いた話から

その他

％

平成26年度(n=2554)
平成25年度(n=2560)



29 

 

大気の状態（n＝2,553） 水の状態（n＝2,555） 

  
土壌の状態（n＝2,506） 騒音・振動の状態（n＝2,536） 

  

ごみの状態（n＝2,557） 天候の状態（n＝2,554） 

  

図 25 身近な生活環境の実感のきっかけ（項目別、情報源別） 
※前問で「考えたことがない」と回答した人を除くため、n が項目により異なる 
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「国民が満足だと思う状態」を考えるために、昨年度実施された「平成 25 年度環境にやさしいラ

イフスタイル実態調査」」において「満足だと思う状態」について自由回答形式でアンケートを行っ

た際に多く挙げられた回答等から、どれが「よい状態」（満足できる状態）として最初に何を思い浮

かべるものかを聞いた。 
大気の状態については、「大気（空気）が澄んでいる」が 23%で最も多かった。水の状態について

は、「水道水を安心して飲める」が 54%で最も多かった。土壌の状態については、「農作物が安心し

て食べられる」が 41%で最も多かった。騒音・振動の状態については、「睡眠時に騒音・振動が気に

ならない」が 32%で最も多かった。ごみの状態については、「分別がきちんとできているが」が 25%
で最も多かった。天候の状態については、「異常気象が起こらない」が 44%で最も多かった。 

また、母数が異なるため単純な比較はできない点に留意が必要ではあるが、項目別の「満足度・

不満足度」と「思い浮かべるもの」をクロス集計し、満足度・不満足度との関連性をみた。いずれ

の項目でも選択肢ではないものを思い浮かべたという人（「この中にはない」を回答した人）は不満

足度（少し不満＋とても不満）が高く、5 割以上となる。また、項目別では、いくつか「不満足度」

が他の選択肢に比べて高くなる項目がみられた。「不満足度」が特に高かったのは、「大気の状態」

について「黄砂がない」及び「オゾン層が破壊されない」状態が満足だと思う状態だとした人であ

り、6 割以上が「不満足」となった。また、「天候の状態」について「猛暑がない」状態が満足だと

思う状態だとした人も 6 割以上が「不満足」となった。一方、「満足度」（とても満足＋まぁ満足）

が最も高くなったのは、「水の状態」について「水道水がおいしい」状態が満足だと思う状態だとし

た人であり、約 3 割が「満足」となった。 
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大気の状態 水の状態 

  

土壌の状態 騒音・振動の状態 

  

ごみの状態 天候の状態 

  

図 26 身近な生活環境に関して「満足できる状態」として思い浮かべる言葉 
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大気の状態 水の状態 

  
土壌の状態 騒音・振動の状態 

  
ごみの状態 天候の状態 

  
図 27 身近な生活環境に関して「満足できる状態」として思い浮かべる言葉と「満足度」 
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(2) 身近な自然環境について 
身近な自然環境の状態について聞いたところ、家のまわり（徒歩圏内）には公園・緑地は 90％近くが

あると回答したのに対し、森林・里山（山）と水辺は 50％程度となった。家のまわり（徒歩圏内）の自

然環境については、「よい状態だと思う（とても満足している）」もしくは「まぁよい状態だと思う（ま

ぁ満足している）」の合計が 40％程度となったが、家のまわり（徒歩圏内）以外については 20％程度と

なった。またそのように感じたきっかけについては、「情報ではなく実感」との回答が 75％以上となった。 

 

 
図 28 身近な自然環境の状況について 

 

 

図 29 身近な自然環境の実感 
※「家のまわり（徒歩圏内）」については前問で「ある」と回答した人のみを対象としているため、n が項目

により異なる 
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図 30 身近な自然環境の実感のきっかけ 

※前問で「考えたことがない」と回答した人を除くため、n が項目により異なる 

 
「国民が満足だと思う状態」を考えるために、昨年度実施された「平成 25 年度環境にやさしいラ

イフスタイル実態調査」」において「満足だと思う状態」について自由回答形式でアンケートを行っ

た際に多く挙げられた回答等から、どれが「よい状態」（満足できる状態）として最初に何を思い浮

かべるものかを聞いた。そのときに多く挙げられた回答についてどれが「よい状態」（満足できる状

態）として思い浮かべるものかを聞いたところ、「海や川、水辺が汚染されていない」が最も高い割

合（13％）となった。 

   
図 31 身近な自然環境に関して「満足できる状態」として思い浮かべる言葉 

87.1 

90.1 

90.9 

78.3 

79.3 

77.3 

75.3 

5.0 

2.5 

2.6 

6.1 

5.6 

6.2 

7.3 

5 

5 

4 

12 

11 

13 

14 

3 

2 

2 

4 

4 

4 

3 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家のまわり（徒歩圏内）の森林・里山（山）(n=1090)

家のまわり（徒歩圏内）の公園・緑地(n=2291)

家のまわり（徒歩圏内）の水辺(n=1528)

家のまわり（徒歩圏内）以外の森林・里山（山）(n=2143)

家のまわり（徒歩圏内）以外の公園・緑地(n=2374)

家のまわり（徒歩圏内）以外の水辺(n=2242)

その他(n=754)

情報ではなく実感 行政機関の情報から

ニュース・新聞など、マスメディアの情報から 家族・友人・知人などから聞いた話から

その他

公園が身近に近い・多い

12%

公園が整備されている

12%

公園にごみが落ちてい

ない
4%

山（里山）にごみが落ち

ていない、きれい
2%

山（里山）や森、林に木

がたくさんある（伐採され

ていない）

4%

山（里山）や森、林が手

入れされている
4%

海や川、水辺が汚染さ

れていない
13%

海や川、水辺にごみが

落ちていない、きれい
5%

木や緑地が多い

12%

道にごみが落ちていな

い
9%

草、植物が豊富

3%

動物が生息している

2%

花がきれい、花が四季

に応じて変化する
5%

（山、森、林、海、川、田

畑などが）昔と変らない
7%

この中にはない

6%


